
ｇＦ 高耐候性１液水性反応硬化型フツ素樹脂塗料

ラジカル制御型

セミフロンアクア



住まい の美観をより永く保ち、資産価値を高める
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歳 月 と と も に 美 し か っ た 住 ま い の 外 観 も 汚 れ や ひ び 割 れ な ど が

目 立 つ よ う に な り 、そ の 資 産 価 値 も 徐 々 に 低 下 し て い き ま す 。

す ぐ れ た 耐 久 性 を 実 現 し た 先 進 の フ ツ 素 樹 脂 塗 料

｢ セ ミ フ ロ ン ア ク ア｣ は 、外 壁 な ど の 光 沢 感 や 耐 久 性 を

よ り 永 く 保 持 し 、い ま お 住 ま い の マ ン シ ョ ン や 一 戸 建 て の

／' 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
資 産 価 値 を 高 め 、み な さ ま に

こj?1L｡

、､､…… ……　　　 快 適 な 住 宅 環 境 を お 届 け い た し ま す 。

塗膜は年月の経過とともに光沢の低下とチョーキング現象が進行し

汚染による美観の低下､建物と保護する機能の低下を引き起こしま

す。セミフロンアクアは､フッ素樹脂と特殊顔料のハイブリッド効果

により塗膜劣化の初期に生じるチョーキング現象を抑制します。そ

れによりメンテナンスサイクルを延長し､ランニングコストの低減に

つながります。

優れた耐候性
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信頼のフツ素樹脂と高耐候性のラジカル制御型特殊塗料の配合

により優れた耐候性を示し長期間建物を保護します。セミフロン

アクアは耐候性1 級に合格した品質です。

■セミフロンアクア耐候性データ

0
0
0
0
9
8
7
6

光
沢
保
持
率
（
％
）

０ ５ ０ ０

國 光 触 媒 反 応 の 抑 制 に より 、紫 外 線 劣 化 を 防 ぎ ま す

宮古島の苛酷な環境での実証実験で顔料選定を実施した結果、

真に優れたラジカル制御性を備えた耐候性を実現し､実証され
た新技術･導入によりチョーキング現象を抑制し､保護機能を向

上しました。

環境に優しい水性塗料です
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KF マイクロカチオンシーラーは､内外壁に使用できる水性の

高機能下塗り材ですので､安全で､いやな臭いもありません。

またカチオン樹脂のため､下地との密着性に優れています。
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密着性に優 れています
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セミフロンフィラー､ セミフロンフィラーエ ポは､ 特 殊アクリルエ

マ ルジョンを ベ ース にした 微 弾 性フィラ ーで す。旧 塗膜 へ の 優

れた 付 着 性 に加え､ 弾 性もありま すの で､ 旧 塗膜 および 下 地 に

発生した微 細なクラックに追 従効 果が得られます。
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優れた低汚染性

塗膜表面は親水性技術

により優れた低汚染性

を示し､またバイオカッ

ト技術の導入により藻

やカビの発生を抑 制

し､長期間建物の美観

を維持します。

■セミフロンアクア汚染性データ
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優れた環境配慮型

オール水性仕様が可　　　 。　　　　　・:
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料です｡内装使用制限　　　　ﾚﾆ: Ｓ，元j

のないF☆☆☆☆を取

得しています。
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優れた防藻・防カビ性

防藻試験や防カビ試験において､塗膜表面に藻やカビが生えるこ

となく､優れた防藻･防カビ性能を発揮します。

■ 防 藻試 験

Ｃ･

水性有機塗料

セミフロンアクア

優れた作業性

塗 料 は す べ て1 液 水 性

タイプ で 作業 性 が良く、

安 定 した 性 能 を 発 現さ

せる の で､ 美 しい 仕 上

がり感 が得られます 。

■ 防カビ 試験
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セミフロンアクア
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試験項目 �� 規格値 ��
セミフロンフィラー
セミフロンアクア

１ �容器の中での状況 �堅い塊が無く､容易に一様になること ��異常なし

２ �塗膜外観 �異常のないこと �� 基準

３ �低温安定性 �塊がなく､組成物の分離･凝集がないこと ��異常なし

４ �初期乾燥によるひび割れ抵抗性 �ひび割れがないこと ��異常なし

５ �付着強さ(Ｎ／ｍ㎡) �
標準養生 �0,7 以上 �0.88

��浸水後 �0.5 以上 �0.75

６ �温冷繰り返し �試験体に異常の無いこと ��異常なし

７ �透水性B法 �0.5mL以下 ��0.1mt

試験項目 �� 規格値 �

セミフロンフィラー

セミ フロンアクア

８ �耐衝撃性 �ひび割れ､はがれ及び著しい変形がないこと � 異常なし

９ �ひび割れ充てん性 �基盤の溝の部分に 塗膜のひび割れ及び穴がないこと � 異常なし

１０ �耐候性B法 �XWOM2500

時間で塗膜にひび割れ､はがれ
及び膨れが無く､光沢保持率が80％以上で、
変色の程度がグレースケール3号以上であり、
白亜化の等級か1以下であること �

耐候性1級合格

１１ �可とう性 �φ10mm の折り曲げに耐える � 異常なし

１２ �耐微生物性 �

カビ抵抗性:｣ISZ2911 による｡ 塗面にｶ ﾋﾞが発生しないこと � 合格

��藻類抵抗性:寒天培地法による｡塗面に藻が発生しないこと� 異常なし



セ ミ フ ロ ン ア ク ア

両 脚i にg　i ｸﾞ ｙ
ｌ ;j 尼

夕1 正

ｒ 言 ］ 半 半 ① ∧ﾉ]] … ……

口 二]　　

-I.""""" 一一一ふｰ.-----.---.----.---------.-.. ㎜■■㎜■■㎜■■㎜■■㎜■■■■■■■■■■■㎜■■■■㎜■

・ 外 壁 標 準 塗 装 仕 様( 新 設･ 窯 業 系 サ イ デ
ィ ン グ ボ ー ド な ど の 塗 替 え)

工程 � 材料名 � 塗回数 � 塗布量(kg/㎡/回) � 希釈 � 塗装間隔(20℃) � 塗装用具

下地調整 �旧塗膜で剥れ部分､膨れ部分等はワイヤーブラシ､皮スキ等のケレン具を用いて完全に除去する。またチョーキング部分､汚れ等は高圧洗浄等で除去し､乾燥した面とする。(含水率10％以下)

下塗 �KF マイクロカチオンシーラー � １ �0.12 ～0.18 � 無希釈 �4 時間以上7日以内 � 刷毛､ローラー､スプレー

上塗 � セミフロンアクア � ２ �0.15 ～0.18 � 水道水3 ～10％ �4 時間以上7日以内 最終養生24時間以上 � 刷毛､ローラー､スプレー

※素地劣化が進んだ窯業系サイディングボードは､ 予めKF マイクロカチオンシーラーを増し塗りし下地補強を行って下さい。

・ 外 壁 標 準 塗 装 仕 様 （窯 業 系 サ イ デ ィン グ ボ
ード な ど の 塗 替 え ）

工程 � 材料名 � 塗回数 �塗布量(kg/㎡/回) � 希釈 � 塗装間隔(20℃) � 塗装用具

下地調整 �旧塗膜で剥れ部分､膨れ部分等はワイヤーブラシ､皮スキ等のケレン具を用いて完全に除去する。またチョーキング部分､汚れ等は高圧洗浄等で除去し､乾燥した面とする。

下塗 � セミフロンフィラーエポ � １ �0.2 ～0.4 � 水道水2 ～5％ �4 時間以上3日以内 � ウールローラー

上塗 � セミフロンアクア � ２ �0.15 ～0.18 � 水道水3 ～10％ �4 時間以上7日以内 最終養生24時間以上 � 刷毛､ローラー､スプレー

※素地劣化が進んだ窯業系サイディングボードは､ 予めKF マイクロカチオンシーラーを増し塗りし下地補強を行って下さい。

■ 外 壁 標 準 塗 装 仕 様 （モ ル タ ル 下 地: リシ ン｡ 吹 付 け タ イ ル など の 塗 替 え ）

工程 � 材料名 � 塗回数 � 塗布量(kg/㎡/回) � 希釈 � 塗装間隔･(20℃) � 塗装用具

下地調整 �旧塗膜の脆弱部はワイヤーブラシ､皮スキ等のケレン具を用いて完全に除去､除去した部分は同一模様に合わせ補修する。またチョーキング部分､汚れ等は高圧洗浄等で除去し､乾燥した面とする。

下塗 � セミフロンフィラー � １ �0.2
～0.4 � 水道水2～5％ �4 時間以上3日以内 � ウールローラー

���0.8～1.2 � 水道水O～3％ �16 時間以上3日以内 � 砂骨ローラー

上塗 � セミフロンアクア � ２ �0.15 ～0.18 � 水道水3 ～10％ � ４時間以上ｱ日以内 最終養生24時間以上 � 刷毛､ローラー､スプレー

刑日塗膜の劣化｡ 素地劣化が顕著な場合は､KF マイクロカチオンシーラーを増し塗りし下地補強を行って下さい。

■ 外 壁 標 準 塗 装 仕 様 （モ ル タ ル 下 地: リシ ン､ 吹 付 け タ イ ル など の 塗 替 え ）

工程 � 材料名 � 塗回数 � 塗布量(kg/㎡/回) � 希釈 � 塗装間隔(20℃) � 塗装用具

下地調整 �旧塗膜の脆弱部はワイヤーブラシ､皮スキ等のケレン具を用いて完全に除去､除去した部分は同一模様に合わせ補修する。またチョーキング部分､汚れ等は高圧洗浄等で除去し､乾燥した面とする。

下塗 � セミフロンフィラーエポ � １ �0.2
～0.4 � 水道水2～5％ �4 時間以上3日以内 � ウールローラー

���0.8～1.2 � 水道水O～3％ � １６時間以上3日以内 � 砂骨ローラー

上塗 � セミフロンアクア � ２ �0.15 ～0.18 � 水道水3 ～10％ � ４時間以上7日以内 最終養生24時間以上 � 刷毛､ローラー､スプレー

※旧塗膜の劣化､ 素地劣化が顕著な場合は､KF マイクロカチオンシーラ一を増し塗りし下地補強を行って下さい。
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用途 � 系統 � 材料名 �色相 �光沢 �
容量(kg)(

主剤:硬化材) �　

混合 比

主剤:硬化材 �
標準
塗回数 �　

塗布量(kg/
㎡/回) �

缶当り面積
(㎡) �

希釈材
希釈串(%)�

塗布間隔　(20
℃) �

可使時間
(h) �塗装用具 �

内装制限
(NSK) �規格備考

下塗 �　

水性1 液型

カチオンシーラー �KF
マイクロカチオンシーラー �透明 �艶有 �15kg �- � １ �0.12～0.18 � １２５ �無希釈 �

４時間以上　
７日以内 �- �　

刷毛
ローラー
スプレー �F

☆☆☆☆ �非危険物

�　合成樹脂系微弾性フィラー� セミフロンフィラー �白 �- �16kg �- � １ �0.20～1.20 �１４～５３ �
水道水O
～5％ �　　　(

平滑)4
時間以上3日以内

(模様)16
時間以上3日以内 �- �

ウールローラー

砂骨ローラー �F
☆☆☆☆ �非危険物

�エポキシ樹脂系微弾性フィラー�セミフロンフィラーェポ �白 �- �16kg �- � １ �O､20～1.20 �14～53 �水道水O～5％ �　　　(

平滑)4
時間以上3日以内

(模様)16
時間以上3日以内 �- �

ウールローラー

砂骨ローラー �F
☆☆☆☆ �非危険物

上塗 �　
水性1 液 型

フッ素樹 脂仕上材 �
セミフロンアクア �指定色 �艶有3

分艶 �15kg4kg �- �
２ �0.15～0.18 � ９０

２４ �
水道水3
～10％�4

時間以上7日以内
最終養生24時間以上 �- �　

刷毛
ローラー
スプレー �F

☆☆☆☆ �非危険物
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●塗装場所の気温が５℃以下､ 湿度85 ％以上または換気が十分でなく結露が考えられる場合は､塗装を避けてください。外部の塗装で降雨の恐れがある場合､および強風時は塗装を避けてください。 ●飛散防止のため養生を行ってください。色相によっては降

雨､ 結露により混れ色になる場合がありますが｡ 乾燥すると元に戻ります。塗膜性能上問題はありません。 ●塗装後､24 時問以内に降雨､ 結露がありますと白化やしみが残る螺合があります。 ●低温､･高湿度､ 通風の無い場合に1ま白化やしみが残る場合があ

ります。乾燥条件によって塗膜に粘着を感じることがありますが､ 時間とともに粘着感はなくなり｡塗謨性能上問題はありません。 ●笠木､ 天端など､長時間水が滞留する個所では塗謨の自化｡ 膨れなどが発生する場合があります。 ●たえず結露が発生するよう

な用 途､場所での使用は避けてください。 ●蜀熱されやすい素材(軽量モルタル､ＡＬＣ､窯業サイディングなど)や断熱構造が強い場合で､旧塗膜が弾性リシンや弾性スタッコ､複層弾性のアクリルトップなどの弾性塗料の場合､ 環境条件によって､水や温度の影

響で塗謨が膨れていることがあります。そのまま塗装すると､更に膨れが拡大することがありますので､ケレンで除去するなどの入念な下地処理を行ってください。 ●素地の乾燥は十分に行ってください。(含水率10 ％以下､PH9!M 下) ●ＡＬＣ面､ 多孔質下地、

コンクリートブロック面､ 外部の素地において巣穴､ 段差などがある場合､ 合成樹脂エマルジョン入りセメント系下地調整材などで処理してください。 ●表面のごみ､ ほこりなどは除去し､目ちがい､ ジャンカ､コールドジョイントなどは合成樹脂エマルジョン入りセメント

モルタルで平沼にしてください。 ●新･設の押出成形セメント板､ ＧＲＣ板｡ フレキシブルボードなどは､下塗り材として､浸透性のあるシーラーで処理してください。 ●新設仕様の場合は､ 泊剤形シーラーを塗装してください。 ●下地･|日塗謨がぜいｌ な場合は､溶

剤形シーラーをお使いください。 ●塗料は内容物が均一になるように攬絆してください。薄めすぎは隠べい力不足､ 仕上がり不良とな･Jますので注 意してください。 ●はけ塗り仕上げとローラー仕上げが混在する場合は､塗付量､ 表面 肌が異なり､色相差が出ま

すので､ はけ塗りの部分は､ 希釈を少なくして塗装してください。 ●ローラー塗りの場合､ ローラー目は同一方向に揃える様に仕上げてください。ローラー目により､色相が異なって見えることがあります。 ●下塗り材の微弾性機能は｡塗付量によって異なりますの

で､所 定の塗 付量を塗装してください。 ●よごれ､きずなどにより補修塗りが必要な場合がありますので､使用塗料の控えは必ず取っておき､同一ロット｡同一塗装方法で補修塗装を行っでください。 ●各工程の塗装間隔は､所定の塗り重ね乾燥時問を厳守し

てください。 ●シーリング面 への塗装は､塗膜の汚染､ はく離､ 収縮割れなどの不具合を起こすことがありますので｡ 行わないでください。やむを得ず行う場合は､ 適切な下塗り材処理を行ってから塗装してください。 ●被塗物の構造､ 部位､ 塗装仕上げ形状､ 環

境条 件などの影響で､本来の低汚染機能が発現されない場合があります。 ●|日塗膜に発生した藻･かびは洗浄などで必 ず除去し儡浄な面としてください。付着阻害を起こすおそれがあります。 ●既 存塗謨のはく離箇所は､既存のパターンに合うように既存塗

膜の塗装仕様でパターン合わせを行ってください。 ●劣化した塩ピソル銅板の上の塗装は避けてください。 ●乾燥した塗鮫に付いた汚れは､シンナーなどで拭かず､中性洗剤で洗浄してください。 ●つや調整品は､被塗物の形状や素地の状態､ 膜厚や色相

などにより､実際のつやと若干違って見える場合があります。見本版｡ またはあらかじめ試し塗りをして確詔してください。 ☆ つや調整タイプは硬くなるため｡シJJ ング目地の上で割れる恐れがありますので､塗装しないで下さい。

●本来の用途以外に使用しないでください。 ● 使用前に取扱説明書を理解して､取り援ってください。 ●粉じん／ガス／蒸気 ／スプレーなどを吸入しないでください。 ●取扱い後は｡手洗いおよびうがいを十分に行ってください。 ●必要に応じて個人用保

護具を使用してください。 ●飲み込んだ場 合:気分が悪い時は､医師に連絡してください。口をすすいでください。 ●粉じλ､ 蒸気､ ガスなどを吸い込んで気 分が悪くなったときには､安静にし､必要に応じてできるだけ医師の診断を受けてください。 ●暴露した

時､ 気 分が悪いなどの症状がある場合は､ 医師に連絡してください。 ●緊急の洗浄 剤が必要な場合､ 直ちに特別処 置を実施する。 ●容器からこぼれた峙には､砂などを散布した後処 理してください。 ●施錠して子供の手の届かないところに保管してくだ

さい。 ● 直射日光や水漏れは厳禁です。 ●塗料などの缶の積み重ねは３段までとしてください。 ●日光から遮断し､換気の良い場所で保管してください。輸送中も50 ℃以上の温度に暴露しないでください。 ●内容勧／容器を廃棄する時には､ 国／地方

自治体の規則に従って産葉廃棄勧として廃棄してください。 ※上記の表示 は一例です。色相などにより､容器の表示とは異なる場合があります。 口詳細な内容､ 表示例Ｕ 外の事項については､裂 品安全データシート(ＳＤＳ)をご参照ください。 口本商品は

日本国内での使用に限定し､輸出される場合は事前にご相談ください。

Ｋ Ｆ 
ＫＦケミカル株式会社

〒105-0004

東京都港区新橋1丁目1番1号

日比谷ビルディング9F

TEL:03-6629-9033　FAX:03-6629-9023

HP:http:/yｗｗｗ.k-fine.ｃｏj p
※本カタログの 内 容につ いては, 予告 なく変 更 することがありますの であらかじめご了 承ください 。082,
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